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経
験
こ
そ
学
び
の
は
じ
ま
り
。

経
験
こ
そ
学
び
の
は
じ
ま
り
。
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毎
年
3
月
に
な
る
と
東
日
本
大

震
災
当
時
の
苦
労
を
思
い
出
し
ま

す
が
、
今
年
も
能
登
半
島
が
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
災
害
や
人
災
を
問
わ
ず
、

恐
怖
感
覚
が
増
大
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
社
会
環
境
の
変
化
を

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
桜
の

開
花
が
例
年
に
な
く
早
い
の
に
驚

き
、
磐
城
や
相
馬
の
海
で
伊
勢
海

老
や
河
豚
が
取
れ
る
と
の
新
聞
記

事
を
読
む
と
、
温
暖
化
で
今
年
の

夏
は
熱
波
の
襲
来
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
等
々
と
、
何
の
根
拠
も
持

た
ず
に
曖
昧
な
推
測
を
し
て
、
恐

れ
な
が
ら
も
楽
し
い
妄
想
を
も
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
憶
測
は

何
故
お
き
る
の
か
自
問
自
答
を
し

て
み
ま
し
た
。

人
生
の
な
か
で
多
く
の
先
輩
か

ら
貴
重
な
薫
陶
を
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
経
験
の
重
要
性
を
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ　

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
名
誉
教

授
で
あ
っ
た
O
・
F
ボ
ル
ノ
ー
先

生
で
し
た
。
先
生
の
教
え
は
「
成

す
事
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
と
か
「
人

間
は
行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

る
」
な
ど
経
験
を
重
ん
じ
た
実
存

主
義
の
哲
学
者
で
し
た
。

経
験
を
す
る
こ
と
は
人
生
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
発
展
の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

古
来
、
人
間
は
失
敗
と
成
功
を

繰
り
返
し
、
無
か
ら
有
を
生
み
出

し
、
現
在
の
発
展
を
創
り
出
し
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
失
敗
を
恐
れ
ま

す
。
失
敗
は
苦
労
を
う
み
、
幾
度

か
の
苦
労
を
重
ね
る
う
ち
に
解
決

方
法
を
見
出
し
、
そ
の
喜
び
を
享

受
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

即
ち
、
失
敗
の
原
因
を
探
る
た

め
に
は
沢
山
の
思
考
過
程
を
経
て

原
因
に
辿
り
着
き
、
幾
度
も
の
試

行
を
重
ね
て
成
功
の
喜
び
に
辿
り

着
き
ま
す
。
そ
の
時
の
喜
び
に
生

き
て
い
る
意
義
を
見
出
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
苦
労
の
解
決
思
考
を

重
ね
る
こ
と
で
探
求
心
が
旺
盛
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

古
来
の
格
言
に
は
、
楽
は
苦
の

種
・
苦
は
楽
の
種
と
言
い
、
若
い

内
に
は
苦
労
を
買
っ
て
で
も
な
ど

と
い
う
教
訓
や
、
艱
難
汝
を
玉
と

な
す
教
え
が
あ
り
ま
す
が
、
現
代

の
一
般
的
風
潮
は
苦
労
を
避
け
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
っ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

学
問
を
学
ぶ
人
の
な
か
に
は
早

く
覚
え
る
人
も
い
る
し
、
失
敗
を

し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
覚
え
る

人
も
い
る
の
が
人
間
の
特
性
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

で
の
大
谷
選
手
の
よ
う
な
体
格
に

恵
ま
れ
天
才
と
呼
ば
れ
る
人
で

も
、
他
に
倍
す
る
努
力
の
成
果
が

継
続
さ
れ
、
結
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

然
り
乍
ら
、
普
通
の
人
間
に
は

安
ら
ぎ
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
物

事
を
探
求
す
る
心
は
経
験
が
深
ま

り
余
裕
と
な
り
ま
す
の
で
、
学
び

の
手
段
に
も
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
様
な
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
観

点
が
求
め
ら
れ
る
思
考
は
議
論
す

る
術
を
会
得
し
ま
す
の
で
対
話
能

力
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。



開成の杜（2）

就
職 

28
名

専
門
学
校 

27
名

短
大 

42
名

郡
山
開
成
学
園
家
族
会
が
総
会

４
年
ぶ
り

対
面
開
催 

芦
名
会
長
を
再
任

学
友
会
役
員
が
卒
業
式
前
に

清
掃
、記
念
写
真
幕
も
設
置

　

郡
山
開
成
学
園
家
族
会
の
令
和

５
年
度
総
会
は
5
月
20
日
、建
学

記
念
講
堂
で
開
か
れ
た
。

　
コロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
対
面
形

式
で
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。芦
名
潤
一
会
長
、関
口
修
名
誉

会
長（
学
園
長
）が
あ
い
さ
つ
し「
学

生
、生
徒
の
充
実
し
た
学
園
生
活
を

支
え
る
た
め
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。

　

議
事
で
は
、令
和
４
年
度
会
務
報

告
と
会
計
決
算
･
監
査
報
告
を
受

け
た
後
、令
和
5
年
度
事
業
計
画
と

　

大
学
と
短
期
大
学
部
の
両
学
友

会
は
、き
れ
い
な
キ
ャ
ン
パス
か
ら
卒

業
生
を
送
り
出
そ
う
と
、3
月
の
卒

業
式
前
日
に
学
内
の
清
掃
を
行
っ

た
。
　

役
員
24
人
が
手
分
け
を
し
て
、式

場
の
建
学
記
念
講
堂
を
中
心
に
周

辺
の
掃
き
掃
除
や
モッ
プ
掛
け
、ベ
ン

チ
の
拭
き
掃
除
な
ど
に
励
ん
だ
。

　

ま
た
、講
堂
の
展
示
ロ
ビ
ー
に
卒

業
生
が
記
念
写
真
を
撮
影
で
き
る

フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
を
設
置
。式
当
日
、友

人
や
恩
師
ら
と
一
緒
に
笑
顔
で
収

ま
る
光
景
が
相
次
い
だ
。

し
、巧
み
に
言
葉
を
操
る
高
度
な
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
広
が
り
を
懸
念

す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。就
職
で

も
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
Ａ
Ｉ
が
作

る
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。た

だ
、そ
の
先
に
は
面
接
が
あ
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
。Ａ
Ｉ
に
寄
り
か
か

る
未
来
で
は
な
く
、Ａ
Ｉ
を
使
い
こ

な
す
に
は
人
に
知
恵
と
知
識
の
蓄

え
が
必
要
だ
。学
生
時
代
の
学
び

は
、今
後
ま
す
ま
す
貴
重
に
な
る
。

る
。
　

一
般
企
業
の
一
般
事
務
職
は
狭

き
門
に
な
っ
た
。労
働
力
に
つ
い
て
根

本
的
に
問
い
直
す
動
き
が
産
業
界

で
起
き
て
お
り
、デ
ジ
タ
ル
史
の
節
目

と
い
え
る
中
で
、会
社
も
変
化
へ
の

助
走
を
始
め
て
い
る
。

　

先
日
、メ
タ
バ
ー
ス
の
仮
想
空
間
で

の
企
業
説
明
会
の
案
内
が
あ
っ
た
。

チ
ャッ
ト
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
ブ
ー
ス

を
見
て
回
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台

で
就
職
活
動
が
で
き
る
。今
後
の
説

明
会
は
従
来
通
り
な
の
か
、メ
タ
バ
ー

ス
を
採
用
す
る
の
か
、変
化
が
著
し

い
。
　

ま
た
、チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
出
現

予
算
を
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

事
業
計
画
の
教
育
懇
談
会
は
、

大
学
･
短
大
部
会
が
方
部
別
と
し

て
は
開
催
せ
ず
、保
護
者
が
必
要
に

応
じ
て
来
校
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
関

係
部
署
と
個
別
面
談
す
る
。高
校

部
会
は
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
附

属
高
校
で
催
す
教
育
懇
談
会
を
方

部
会
と
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、学
園
行
事「
も
み
じ

会
」等
へ
の
積
極
参
加
、県
内
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
と
の
連
携
強
化
、教
養
講

座
･
芸
術
鑑
賞
講
座
の
支
援
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、芦
名
会
長

を
再
任
、副
会
長
に
星
美
江
さ
ん

（
大
･
短
部
会
長
）と
三
瓶
信
晃
さ

ん（
高
校
部
会
長
）を
新
任
し
た
。

　

席
上
、退
任
し
た
次
の
前
役
員
に

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
▽
感
謝
状
贈
呈
者
＝
黒
岩
堂
真

理
子
、鈴
木
基
修（
以
上
副
会
長
）

吉
村
美
智
子
、長
谷
川
光
恵
、中
畠

由
子
、鈴
木
純
子
、菅
野
高
秀（
以

上
幹
事
）鎌
田
伸
男（
監
事
）

　

総
会
終
了
後
、短
期
大
学
部
幼

児
教
育
学
科
チ
ャ
イ
ル
ド
･
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
根
本
愛
美
さ
ん（
２

年
）が
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
を
披
露
し

た
。根
本
さ
ん
は
マ
レッ
ト
と
呼
ば
れ

る
ば
ち
を
巧
み
に
操
り「
ふ
る
さ

と
」な
ど
３
曲
を
演
奏
し
た
。

志
望
の
私
大
へ
の
合
格
を
決
め
た

生
徒
も
お
り
、最
後
ま
で
挑
戦
す
る

姿
勢
が
う
か
が
え
た
。今
後
も
、一

人
で
も
多
く
の
生
徒
が
希
望
の
進

学
先
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、適
宜
情
報
を
提
供
し
、面
談
を

重
ね
る
な
ど
細
や
か
な
進
学
指
導

を
進
め
た
い
。

　

就
職
に
お
い
て
は
、全
国
の
高
卒

求
人
倍
率
も
高
く
、本
校
も
そ
の

影
響
も
あ
り
、就
職
活
動
を
行
っ
た

生
徒
は
概
ね
希
望
す
る
企
業
か
ら

内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
合
格
率

が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。今
後
も
希

望
職
種
と
の
マッ
チ
ン
グ
を
慎
重
に

見
極
め
て
就
職
指
導
を
進
め
る
。

　

今
年
度
も
附
属
高
校
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
し
進
め
つ
つ
生

徒
の
未
来
を
拓
く
べ
く
進
路
指
導

を
行
い
た
い
。

　

令
和
4
年
度
の
就
職
活
動
は
早

期
化
が
進
み
、長
期
化
の
傾
向
も
見

ら
れ
た
が
、最
終
の
就
職
率
は
大
学
･

短
大
と
も
に
１
０
０
％
と
な
っ
た
。

各
科
主
任
･
就
職
委
員
･
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
･
関
係
各
位
に
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

求
人
は
回
復
の
兆
し
は
見
ら
れ

た
が
件
数
は
増
え
ず
、長
期
の
就
職

活
動
と
な
っ
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

説
明
会
･
面
接
が
増
え
、オ
ン
ラ
イ

ン
面
接
で
の
人
物
把
握
に
は
ギ
ャッ

プ
を
感
じ
て
い
る
企
業
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。本
学
は
資
格
を
活
か

し
た
専
門
職
で
の
割
合
が
多
く
、幼

児
教
育
学
科
は
98
％
を
占
め
て
い

る
。ま
た
、管
理
栄
養
士
･
栄
養
士
･

福
祉
･
建
築
･
教
職
･
司
書
等
の

就
職
で
も
希
望
す
る
職
に
就
い
て
い

　

令
和
４
年
度
卒
業
生
の
希
望
進

路
先
合
格
・
内
定
の
割
合
は
98
・

７
％
と
な
っ
た
。目
標
の
１
０
０
％
に

は
届
か
な
かっ
た
も
の
の
、ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
希
望
の
進
路
先
に
合
格
･

内
定
を
し
、満
足
度
の
高
い
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。進
路
先
の
内

訳
と
し
て
は
、進
学
が
80・３
％
、就

職
が
18・４
％
で
あ
る
。

　

進
学
で
は
本
大
学
に
16
名
、本

短
大
に
39
名
が
合
格
し
た
の
を
は
じ

め
、大
学
へ
53
名
、短
期
大
学
に
42

名
が
合
格
し
た
。昨
年
度
の
本
校
の

状
況
と
し
て
は
、第
一
志
望
実
現
率

が
99
・６
と
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

一
昨
年「
総
合
型
･
学
校
推
薦
型

選
抜
」で
の
全
国
大
学
入
学
者
数

が
初
め
て
半
数
を
超
え
た
と
話
題

に
な
っ
た
が
、本
校
も
同
様
の
傾
向

が
見
え
る
。一
方
、一
般
選
抜
に
お

い
て
国
公
立
大
学
への
合
格
や
第
一

附
属
高
校
に
お
け
る
進
路
状
況
に
つ
い
て

卒業式前に清掃をする学友会役員

あいさつする芦名会長

就
職
部
よ
り

令
和
4
年
度

チ
ャ
イ
ル
ド・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

根
本
さ
ん
が
マ
リ
ン
バ
演
奏マリンバを演奏する根本さん

令和5年3月14日現在　在籍（152名）●令和4年度　附属高校進路先一覧

大
学 

53
名

進路先 人数 進路先 人数 進路先 人数
郡山女子大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
福島県立医科大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
福島大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
宮城教育大・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
鹿屋体育大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
大妻女子大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
昭和女子大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
亜細亜大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
大正大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
聖徳大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
帝京大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
駒澤大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
武蔵野大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
国際医療福祉大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
仙台大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
東北学院大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
東北文化学園大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
宮城学院女子大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
福島学院大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
中京学院大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
嘉悦大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
桐蔭横浜大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
立命館大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
尚絅学院大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
女子美術大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
東北芸術工科大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

日本大学工学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
大同大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
新潟薬科大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

郡山女子大学短期大学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39
仙台青葉学院短期大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
修文大学短期大学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
上田女子短期大学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
　　
仙台医療秘書専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
仙台ウェディング専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
大宮こども専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
大宮スイーツカフェ専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・1
バンタンクリエイターアカデミー・・・・・・・・・・1
国際アート＆デザイン大学校・・・・・・・・・・・・・・・・・4
郡山ヘアメイクカレッジ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
国際公務員ビジネス大学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
日本調理技術専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
国際音楽･ダンス･エンタテイメント専門学校・・・1
福島県立農業短期大学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
太田看護専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
国際医療看護福祉大学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
iキャリア医療福祉専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
郡山健康科学専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
郡山看護専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
日本ウェルネススポーツ専門学校・・・・・・・・1

株式会社ヨークベニマル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社三万石・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
有限会社やわらぎ乃湯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社日向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社イズムフーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
ファイブフォックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
ゼネラルフィットネス株式会社・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社トプコンオプトネクサス・・・・・・・・・・1
宗教法人開成山大神宮・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
株式会社東北村田製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社サンビックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
林精機製造株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
岩通マニュファクチャリング株式会社・・・・1
グラントマト株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
山崎製パン株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
住友ゴム工業株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社サンデリカ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
株式会社アガツマ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
株式会社カワチ薬品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
自衛隊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
神奈川県警・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
喜多方市役所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2



開成の杜（3）

　

短
期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科
は

５
月
13
日
、第
１
弾
と
し
て
調
理
学

実
習
を
行
っ
た
。

　

行
事
食
に
つい
て
学
び「
柏
も
ち
」

作
り
を
体
験
し
た
。参
加
し
た
高
校

生
は
、蒸
し
た
も
ち
米
を
こ
ね
た
り
、

伸
ば
し
た
り
し
た
皮
に
小
豆
餡
や
ゆ

ず
風
味
の
白
餡
を
入
れ
、柏
の
葉
で

包
ん
で
再
び
蒸
し
て
仕
上
げ
た
。

　

郡
山
女
子
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
様
々
な
Y
ｏ
u
Ｔ
u
ｂｅ
動
画

を
公
開
し
て
い
る
。

　

幼
児
教
育
学
科
の
授
業
で
制
作

し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
紙
芝
居（
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
）、各
学
科
の
演
習
の
記

録
、職
場

で
活
躍
す

る
卒
業
生

の
イ
ン
タ

ビュ
ー
な
ど

が
投
稿
さ

れ
、ス
マ
ホ

や
パソ
コ
ン

か
ら
視
聴

で
き
る
。

　

大
学
と
短
期
大
学
部
の
両
学
友

会
は
、き
れ
い
な
キ
ャ
ン
パス
か
ら
卒

業
生
を
送
り
出
そ
う
と
、3
月
の
卒

業
式
前
日
に
学
内
の
清
掃
を
行
っ

た
。
　

役
員
24
人
が
手
分
け
を
し
て
、式

場
の
建
学
記
念
講
堂
を
中
心
に
周

辺
の
掃
き
掃
除
や
モッ
プ
掛
け
、ベ
ン

チ
の
拭
き
掃
除
な
ど
に
励
ん
だ
。

　

ま
た
、講
堂
の
展
示
ロ
ビ
ー
に
卒

業
生
が
記
念
写
真
を
撮
影
で
き
る

フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
を
設
置
。式
当
日
、友

人
や
恩
師
ら
と
一
緒
に
笑
顔
で
収

ま
る
光
景
が
相
次
い
だ
。

志
望
の
私
大
へ
の
合
格
を
決
め
た

生
徒
も
お
り
、最
後
ま
で
挑
戦
す
る

姿
勢
が
う
か
が
え
た
。今
後
も
、一

人
で
も
多
く
の
生
徒
が
希
望
の
進

学
先
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、適
宜
情
報
を
提
供
し
、面
談
を

重
ね
る
な
ど
細
や
か
な
進
学
指
導

を
進
め
た
い
。

　

就
職
に
お
い
て
は
、全
国
の
高
卒

求
人
倍
率
も
高
く
、本
校
も
そ
の

影
響
も
あ
り
、就
職
活
動
を
行
っ
た

生
徒
は
概
ね
希
望
す
る
企
業
か
ら

内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
合
格
率

が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。今
後
も
希

望
職
種
と
の
マッ
チ
ン
グ
を
慎
重
に

見
極
め
て
就
職
指
導
を
進
め
る
。

　

今
年
度
も
附
属
高
校
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
し
進
め
つ
つ
生

徒
の
未
来
を
拓
く
べ
く
進
路
指
導

を
行
い
た
い
。

　

大
学
･
短
期
大
学
部
の
各
学
科

は
今
年
度
も
、ひ
と
足
早
く
高
校

生
に
講
義
や
実
習
を
体
験
し
て
も

ら
う
「
ち
ょ
っ
と
サ
キ
ド
リ
！
女

子
大
生
」
を
実
施
す
る
。

　

高
校
の
夏
休
み
や
休
日
、放
課
後

に
当
た
る
時
間
帯
に
設
定
し
た
。事

前
に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た
参

加
者
に
実
際
の
授
業
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
内
容
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

　

参
加
無
料
で
、時
間
が
あ
え
ば
何

度
で
も
、複
数
学
科
の
受
講
も
可

能
。６
月
以
降
の
予
定
は【
表
】の
通

り
。問
い
合
わ
せ
は
入
学
事
務
･
広

報
部　

電
話
０
２
４
‒９
５
３
‒７
８

０
５
へ
。

埋もれた声の大切さなどを語るロバート氏

行事食の柏もちを作った高校生

　

令
和
5
年
度
第
１
回
教
養
講
座

は
創
立
77
周
年
記
念
日
の
４
月
22

日
、建
学
記
念
講
堂
で
開
か
れ
、日

本
文
学
研
究
者
の
ロバ
ー
ト 

キ
ャ
ン

ベル
氏
の
講
演
を
聴
い
た
。

　

日
本
の
古
典
文
学
だ
け
で
な
く
、

社
会
問
題
や
芸
術
な
ど
に
精
通
し
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す

る
ロバ
ー
ト
氏
は「
あ
え
て
日
本
語
の

中
で
生
き
る
と
い
う
事
」と
題
し
て

話
を
さ
れ
た
。

　

日
本
文
学
に
興
味
を
抱
い
た
理

由
や
、郡
山
市
出
身
の
男
性
と
結

婚
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
が
東
日
本

大
震
災
後
の
福
島
県
の
現
状
を
英

語
の
ブ
ロ
グ
で
伝
え
続
け
た
の
を
テ

レ
ビ
番
組
で
取
材
し
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
。「
開
か
な
い
扉
は
な
い
。自
分

に
は
無
理
と
決
め
ず
可
能
性
を
信

じ
て
挑
戦
し
て
」「
様
々
な
声
に
耳

を
傾
け
、大
切
な
命
を
守
っ
た
り
、

成
長
す
る
力
を
養
っ
た
り
し
て
ほ
し

い
」と
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
詩
人
が
書

く
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
に
苦
悩
す
る

人
々
の
証
言
集
の
翻
訳
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
触
れ
、戦
火
に
埋

も
れ
さ
せ
な
い
意
思
を
示
し
た
。

　

第
２
１
８
回
芸
術
鑑
賞
講
座
は

5
月
17
日
、建
学
記
念
講
堂
で
開

か
れ
、川
田
修
一
氏
の
ト
ラ
ン
ペッ
ト

公
演
を
満
喫
し
た
。

　

川
田
氏
は
須
賀
川
市
出
身
で
、

東
京
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

首
席
奏
者
を
務
め
て
い
る
。公
演
で

は「
ト
ラ
ン
ペッ
ト
大
解
剖
‼
〜
名

曲
と
共
に
巡
る
ト
ラ
ン
ペッ
ト
の
歴

史
〜
」を
テ
ー
マ
に
、時
代
の
変
遷
と

と
も
に
改
良
さ
れ
た
複
数
の
楽
器

を
紹
介
し
、ピ
ア
ニ
ス
ト
岡
本
知
也

氏
の
伴
奏
で
演
奏
を
披
露
し
た
。

　
ハ
イ
ド
ン
の「
ト
ラ
ン
ペッ
ト
協
奏

曲
第
一
楽
章
」、プ
ッ
チ
ー
ニ
の「
ム

ゼ
ッ
タ
の
ワ
ル
ツ
」、カ
ー
マ
イ
ケ
ル
の

「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」、久
石
譲
の「
ア
シ

タ
カ
せ
っ
記
」な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ジ
ャ
ズ
や
ア
ニ
メ
の
映
画
音
楽
ま
で

多
彩
な
曲
で
ト
ラ
ン
ペッ
ト
の
魅
力

を
堪
能
さ
せ
た
。

　

令
和
４
年
度
第
３
回
教
養
講
座

は「
宮
廷
装
束
の
華
〜
十
二
単
着

装
実
演
〜
」と
題
し
１
月
18
日
、建

学
記
念
講
堂
で
開
か
れ
た
。

　

本
学
の
生
活
文
化
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
た
日
本
服
飾
史
美
術
人
形

の
衣
装
を
復
元
し
た
井
筒
雅
風
氏

の
親
族
会
社
、井
筒
企
画（
京
都

市
）が
企
画
し
た
。

　

元
宮
内
庁
首
席
主
殿
長
の
岡
本

和
彦
氏
が
講
師
を
務
め
た
。学
生
が

モ
デ
ル
と
な
って
十
二
単
を
、男
性
教

員
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
直
衣（
の
う

し
）の
衣
装
を
そ
れ
ぞ
れ
着
付
け
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
衣
装
に
込
め
ら

れ
た
役
割
や
意
味
な
ど
の
解
説
に

耳
を
傾
け
、平
安
時
代
の
昔
や
、今

も
皇
室
に
残
る
伝
統
文
化
に
思
い

を
馳
せ
た
。

宮廷の装束を解説する岡本氏

名曲の数々を演奏する川田氏（右）と岡本氏

各
学
科
の
授
業

参
加
者
を
募
集

サ
キ
ド
リ

ち

と

ょ
っ

女
子
大
生

健
康
栄
養
学
科
で
第
１
弾

多
彩
な
Y
ｏ
u
Ｔ
u
ｂ
ｅ

動
画
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

行
事
食
の
柏
も
ち
を
作
る

教
養
講
座
で

十
二
単
着
装
実
演

平
安
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る

ＨＰのYouTube
▼チャンネル

ホームページはhttps://www.koriyama-kgc.ac.jp/

十二単と直衣を身に付けた学生と教員

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
魅
力
満
喫

　
川
田
氏
招
き
芸
術
鑑
賞
講
座

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
が
講
演

創
立
77
周
年
記
念
日
の
教
養
講
座

教育原理 Ⅰ 【教職】
こころとからだのしくみA【福祉】
知的障害者教育総論【教職】
生活支援技術A【福祉】
調理学演習【教職】
ソーシャルワーク演習【福祉】
建築史 ※
家族建築学 ※
建築計画 ※
建築環境工学 ※
調理学実習（120分）
栄養教育論（60分）
運動生理学（60分）
給食管理実習（120分）
食品学（50分）
基礎栄養学実習（80分×２）
食品衛生学実験（80分×２）
調理学演習（80分×２）
保育内容指導法　造形表現 ※
保育内容指導法　環境 ※
幼児と言葉 ※
子どもの理解と支援 ※
社会福祉 ※
考古学（60分）・・・・・・・・・・・・・・文化・歴史系　
CG基礎（60分） アート&デザイン系　
情報概論（60分）・・ビジネス・情報系　
博物館教育論・・・・・・・・・・・・・文化・歴史系※
図書館概論・・・・・・・・・・・・・・・・・文化・歴史系※
情報メディア論・・ビジネス・情報系※
女性文化史・・・・・・・・・ビジネス・情報系※

⑤
⑤
⑤
⑤
①②
③
②
③
②
③
③
15:00
16:20
10:00
16:15
9:10
9:10
9:10
③
④
①
②
③
9:00
10:10
11:20
①
②
①
②

7/17㊊・㊗
7/18㊋
7/19㊌
7/19㊌
7/21㊎
7/24㊊

7/17㊊・㊗

7/24㊊

7/22㊏

7/25㊋

8/22㊋
7/4㊋
7/22㊏
8/26㊏
2/4㊐

7/27㊍

7/28㊎

6/17㊏

7/22㊏

大学生活科学科
社会福祉専攻

大学生活科学科
建築デザイン専攻

大学食物栄養学科

短大健康栄養学科

短大幼児教育学科

短大地域創成学科

学　科 月 日 時間 講義科目名

時間の丸数字は時限。開始時刻①9:00②10:40③13:00④14:40⑤16:20
※（この印ついたもの）いずれか1つの講義でも参加可能。地域創成学科は組み合わせ自由



開成の杜（4）

私
が
郡
山
女
子
大
学
を

志
願
し
た
理
由

　
私
は
高
校
時
代
の
部
活
動
を
通

し
て
、練
習
だ
け
で
な
く
体
を
作

る
た
め
の
基
本
と
な
る
食
の
重
要

性
を
実
感
し
、管
理
栄
養
士
を
目

指
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

管
理
栄
養
士
に
な
る
学
び
が
し
っ

か
り
と
で
き
、ま
た
興
味
の
あ
る

運
動
生
理
学
を
学
べ
る
こ
と
か
ら

本
学
を
志
願
し
ま
し
た
。将
来
は

食
事
を
通
し
て
、幅
広
い
年
代
の

方
々
の
健
康
な
生
活
を
支
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　
私
の
理
想
は
、子
ど
も
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
る
保
育
士
に
な
る

こ
と
で
す
。郡
山
女
子
大
学
は
、東

北
で
初
の
保
育
者
養
成
学
校
で
あ

る
た
め
保
育
に
関
す
る
知
識
が
豊

富
に
あ
る
点
や
、附
属
幼
稚
園
を

併
設
し
て
い
る
た
め
常
に
子
ど
も

の
行
動
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
点
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

私
が
理
想
と
す
る
保
育
士
に
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

３
2
2
名

大
学
院･
大
学
･
短
大
･
専
攻
科附

属
高
等
学
校

附
属
幼
稚
園

　

大
学
院
第
30
回
、大
学
第
58
回
、

短
期
大
学
部
第
74
回
、同
専
攻
科

第
24
回
の
入
学
式
は
４
月
７
日
、建

学
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

大
学
院
修
士
課
程
１
名
、大
学

の
生
活
科
学
科
42
名
、食
物
栄
養

学
科
60
名
、短
期
大
学
部
の
健
康

栄
養
学
科
47
名
、幼
児
教
育
学
科

89
名
、地
域
創
成
学
科
70
名
、専
攻

科
の
文
化
学
専
攻
３
名
、幼
児
教

育
学
専
攻
３
名
の
新
入
学
と
、大

学
３
年
次
編
入
の
生
活
科
学
科
１

名
、食
物
栄
養
学
科
６
名
の
合
わ
せ

て
３
２
２
名
が
呼
名
さ
れ
、関
口
修

学
長
が
入
学
を
許
可
し
た
。

　

関
口
学
長
は「
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
女
性
と
な
れ
る

よ
う
成
長
を
期
待
し
ま
す
」と
告

辞
を
、来
賓
や
在
学
生
代
表
の
野

田
瞳
さ
ん（
生
活
科
学
科
４
年
）が

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
鈴
木
杏
奈
さ

ん（
食
物
栄
養
学
科
）が「
新
た
な
学

び
の
場
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
と
個
性

を
磨
い
て
ま
い
り
ま
す
」と
誓
った
。

　
コロ
ナ
禍
の
た
め
式
に
参
列
で
き

な
かっ
た
保
護
者
や
在
学
生
も
４
年

ぶ
り
に
出
席
し
、新
入
生
を
温
か
く

見
守
った
。

　

附
属
高
等
学
校
の
第
67
回
入
学

式
は
4
月
8
日
、建
学
記
念
講
堂

で
行
わ
れ
た
。

　

普
通
科
60
名
、音
楽
科
７
名
、美

術
科
11
名
、食
物
科
16
名
の
計
94

名
が
呼
名
さ
れ
、関
口
修
校
長
か
ら

入
学
を
許
可
さ
れ
た
。関
口
校
長

は「
自
分
を
生
か
す
た
め
学
ぶ
こ
と

で
教
養
と
気
品
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

在
校
生
代
表
の
堀
江
夢
月
さ
ん

（
3
年
）や
来
賓
ら
の
祝
辞
を
受
け
、

新
入
生
代
表
の
眞
弓
桃
香
さ
ん
が

「
学
習
と
部
活
動
の
両
立
を
図
り
、

自
律
し
た
女
性
と
な
れ
る
よ
う
精

一
杯
取
り
組
み
ま
す
」と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

附
属
幼
稚
園
の
第
69
回
入
園
式

は
4
月
12
日
、建
学
記
念
講
堂
で

行
わ
れ
た
。

　

年
少
組
と
年
中
組
の
49
名
が
保

護
者
と
手
を
つ
な
い
で
入
場
し
、名

前
を
呼
ば
れ
る
と
返
事
を
し
て
立

ち
上
が
っ
た
。賀
門
康
博
園
長
が
入

園
を
許
可
し「
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び

掛
け
た
。

　

年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
が
整
列

し
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

誓詞を述べる鈴木さん

関口学長の入学許可

入
学
入
学
よ
う
こ
そ
開
成
の
杜
へ

よ
う
こ
そ
開
成
の
杜
へ

希
望
の

春

鈴木  里奈

短大
幼児教育学科

橋本 日菜乃

大学
生活科学科

渡部  奈央

大学
食物栄養学科

　
私
は
一
人
ひ
と
り
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
寄
り
添
っ
て
思
い
や
り
の
あ

る
設
計
を
考
え
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
に
携
わ
り
、社
会
に
貢
献

で
き
る
女
性
建
築
士
を
目
指
し
て

い
ま
す
。本
学
で
は
建
築
の
専
門

知
識
だ
け
で
な
く
、福
祉
の
知
識

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、授
業
を
通

し
て
実
践
力
が
身
に
つ
く
点
に
魅

力
を
感
じ
ま
し
た
。学
び
を
深
め

る
こ
と
で
理
想
と
す
る
建
築
物
を

追
求
し
、成
長
し
た
い
で
す
。



開成の杜（5）

林
凜
香
、大
和
田
七
海
、小
松
未
来
、鈴

木
希
優
、根
本
優
羽
、三
高
玲
奈
、井
上

由
海
、紅
林
希
美（
普
通
科
）、菅
野
柊
音

（
音
楽
科
）、加
藤
愛
梨
、菊
地
理
子（
食

物
科
）

▼
特
別
教
育
活
動
功
労
賞

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
＝
安
藤
楓
恩
、菅
野
明

日
華
、佐
藤
小
梅
、鈴
木
亜
里
彩
、西
田

美
妃
、亀
石
緑
、佐
藤
凜
々
、湯　

美
紅

◇
卓
球
部
＝
鈴
木
美
夢
奈
、本
間
千
尋
、桝

田
有
那
、伊
藤
今
日
香
、望
月
美
玖
里

◇
新
体
操
部
＝
橋
本
つ
づ
み

◇
陸
上
競
技
部
＝
小
林
凜
香
、芳
賀
香
菜

美
、伊
東
舞
莉
彩
、薄
ひ
な
の

◇
剣
道
部
＝
遠
藤
瑠
衣
、菊
地
彩
月
、三
瓶

詞
乃
美
、井
上
由
海
、長
谷
川
珠
姫

◇
弓
道
部
＝
清
水
田
あ
ゆ
み

◇
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
＝
伊
東
つ
ぐ
み
、添
田
結

愛
、南
條
沙
莉
、宗
像
実
咲
、大
和
田
七

海
、黒
澤
美
吹
、鈴
木
ゆ
き
奈
、吉
田
茉

央
、二
瓶
真
帆

◇
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
＝
佐
藤
歩
美
、根
本

優
羽
、菊
地
理
子
、志
賀
美
優
、鈴
木
結

可
、宗
方
陽
菜
、山
田
心
春

◇
美
術
部
＝
角
口
彩
華

◇
食
物
科
＝
戸
賀
辺
莉
依

▼
生
徒
会
役
員
功
労
賞

佐
藤
祐
佳
、丹
野
瑠
菜
、佐
久
間
栞
、紅

林
希
美（
生
徒
会
役
員
）、井
上
由
海
、角

口
彩
華（
風
紀
委
員
会
）、長
谷
川
珠
姫
、

久
保
木
愛
華（
整
備
委
員
会
）、伊
藤
彩

佳
、田
邉
歩
里（
保
健
委
員
会
）、菊
地
彩

月
、半
澤
珠
莉（
体
育
委
員
会
）、河
原
美

幸（
出
版
委
員
会
）、小
野
七
海
、上
石
知

美（
図
書
委
員
会
）

▼
生
徒
会
部
活
動
功
労
賞

◇
卓
球
部
＝
大
山
乃
愛

◇
テ
ニス
部
＝
安
藤
里
紗

◇
陸
上
競
技
部
＝
高
橋
優
佳

◇
合
唱
部
＝
根
本
奈
々
実
、吉
田
彩
恵

◇
美
術
部
＝
後
藤
珠
夏

◇
科
学
部
＝
鈴
木
杏
奈

◇
華
道
部
＝
小
野
七
海

◇
茶
道
部
＝
鈴
木
彩
花

◇
英
語
部
＝
早
川
満
貴

▼
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

　

佐
藤
祐
佳（
音
楽
科
）

▼
福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
会
長
賞

　

梅
沢
永
佳（
普
通
科
）

▼
全
国
調
理
師
養
成
施
設
協
会
長
賞

　

鈴
木
杏
奈（
食
物
科
）

大
学
･
短
大
･
附
属
高
校

大
学
･
短
大
･
附
属
高
校

卒
業
に
あ
た
っ
て
の
受
賞
者

卒
業
に
あ
た
っ
て
の
受
賞
者

【
大
学
】

▼
学
園
長
賞

　

高
徳
奈
歩（
生
活
科
学
科
）

　

星
花
澄（
食
物
栄
養
学
科
）

　

久
岐
愛
奈（
食
物
栄
養
学
科
）

▼
商
業
施
設
士
協
会
長
賞

　

菊
地
沙
希（
生
活
科
学
科
）

▼
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟

　
優
秀
者
表
彰

　

佐
久
間
優
衣（
生
活
科
学
科
）

▼
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
長
賞

　

坂
本
茅
里（
生
活
科
学
科
）

▼
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

　

桝
田
文
香（
食
物
栄
養
学
科
）

【
短
期
大
学
部
】

▼
学
園
長
賞

　

林
悠
里（
健
康
栄
養
学
科
）

　

齋
藤
理
代（
健
康
栄
養
学
科
）

　

高
久
愛
加（
幼
児
教
育
学
科
）

　

矢
内
真
由
花（
幼
児
教
育
学
科
）

　

山
田
明
依（
幼
児
教
育
学
科
）

　

宇
佐
見
紀
香（
地
域
創
成
学
科
）

　

酒
井
愛
果（
地
域
創
成
学
科
）

▼
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

　

林
悠
里（
健
康
栄
養
学
科
）

▼
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
会
長
表
彰

　

長
峰
里
奈（
健
康
栄
養
学
科
）

▼
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
賞

　

鈴
木
里
佳（
幼
児
教
育
学
科
）

▼
情
報
処
理
士
協
会
会
長
賞

　

佐
藤
希
美（
地
域
創
成
学
科
）

▼
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士
協
会
会
長
賞

　

渡
邉
結
那（
地
域
創
成
学
科
）

【
附
属
高
等
学
校
】

▼
学
園
長
賞

梅
沢
永
佳
、長
谷
川
珠
姫
、井
上
由
海

（
普
通
科
）

▼
学
校
長
賞

鈴
木
美
夢
奈
、亀
石
緑（
普
通
科
）、丹
野

瑠
菜（
音
楽
科
）、鈴
木
杏
奈（
食
物
科
）

▼
皆
勤
賞

遠
藤
未
菜
、佐
藤
小
梅
、白
土
梨
奈
、鈴

木
亜
里
彩
、西
田
美
妃
、桝
田
有
那
、若

杉
美
咲
、亀
石
緑
、黒
澤
美
吹
、小
松
優

梨
、佐
藤
凜
、丹
野
葵
、冨
澤
瀬
莉
葉
、藤

島
梨
奈
、湯　

美
紅
、二
瓶
真
帆
、長
谷

川
珠
姫
、渡
邊
日
向（
普
通
科
）、丹
野
瑠

菜
、渡
邉
優
花（
音
楽
科
）、角
口
彩
華
、

増
子
葵
、松
山
明
日
香（
美
術
科
）、橋
本

汐
音（
食
物
科
）

▼
精
勤
賞

石
森
結
羅
、大
山
乃
愛
、車
田
莉
夢
、小

私
が
附
属
高
等
学
校
を

志
願
し
た
理
由

　

私
は
高
校
三
年
間
で
、な
り
た
い

自
分
を
見
つ
け
、選
ん
だ
道
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、検
定
･
資

格
の
取
得
や
様
々
な
経
験
が
で
き
、

進
学
に
有
利
で
あ
る
本
校
の
普
通

科
を
志
願
し
ま
し
た
。親
身
に
な
っ

て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
支
え
ら
れ

つつ
、自
律
し
た
女
性
に
な
れ
る
よ

う
に
、ま
た
、充
実
し
た
高
校
生
活

を
通
し
て
自
分
の
叶
え
た
い
夢
も

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

私
は
将
来
、食
に
関
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。私

生
活
で
は
食
に
触
れ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、母
が
作
る
ご

は
ん
を
家
族
で
一
緒
に
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
で
し
た
。そ
の
想
い
は

徐
々
に「
私
の
手
料
理
で
人
を
笑

顔
に
し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、食
物
科
を
志
望
し
ま
し
た
。建

学
の
精
神
で
あ
る
尊
敬
･
責
任
･

自
由
を
意
識
し
、人
間
性
豊
か
な

知
性
と
教
養
に
満
ち
た
女
性
を
目

指
し
ま
す
。

　

私
の
理
想
は
、子
ど
も
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
る
保
育
士
に
な
る

こ
と
で
す
。郡
山
女
子
大
学
は
、東

北
で
初
の
保
育
者
養
成
学
校
で
あ

る
た
め
保
育
に
関
す
る
知
識
が
豊

富
に
あ
る
点
や
、附
属
幼
稚
園
を

併
設
し
て
い
る
た
め
常
に
子
ど
も

の
行
動
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
点
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

私
が
理
想
と
す
る
保
育
士
に
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

飛
躍
を
誓
い
新
た
な
一
歩

　

大
学
第
54
回
卒
業
式
は
３
月
18

日
午
前
、短
期
大
学
部
の
第
72
回
卒

業
式
と
同
専
攻
科
の
第
22
回
修
了

式
は
同
日
午
後
、
そ
れ
ぞ
れ
建
学
記

念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

関
口
修
学
長
が
、大
学
は
生
活
科

学
科
24
名
、食
物
栄
養
学
科
66
名
の

計
90
名
、短
大
は
健
康
栄
養
学
科
33

名
、幼
児
教
育
学
科
１
３
３
名
、地
域

創
成
学
科
71
名
の
計
２
３
７
名
の
総

代
に
卒
業
証
書
･
学
位
記
を
、専
攻
科

文
化
学
専
攻
７
名
の
総
代
に
修
了
証

書
･
学
位
記
を
授
与
し
た
。各
科
の

優
秀
な
学
生
に
学
園
長
賞
も
贈
った
。

　

関
口
学
長
の
告
辞
、来
賓
ら
の
祝

辞
に
次
い
で
、大
学
は
吉
田
桃
香
さ
ん

（
生
活
科
学
科
）、短
大
は
渡
辺
叶
さ

ん（
健
康
栄
養
学
科
）の
両
在
学
生
代

表
が
送
辞
を
述
べ
た
。多
く
の
は
な
む

け
の
言
葉
を
受
け
、大
学
が
高
徳
奈

歩
さ
ん（
生
活
科
学
科
）、短
大
は
高

久
愛
加
さ
ん（
幼
児
教
育
学
科
）が
答

辞
で
地
域
社
会
への
貢
献
を
誓
った
。

　

附
属
高
等
学
校
の
第
64
回
卒

業
式
は
桃
の
節
句
の
3
月
3
日
、

建
学
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。普

通
科
95
名
、音
楽
科
８
名
、美
術

科
14
名
、食
物
科
35
名
の
計
１
５

２
名
が
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

　

呼
名
に
続
い
て
各
科
の
総
代
が

登
壇
し
、関
口
修
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
授
与
さ
れ
た
。３
年
間
の

功
績
を
た
た
え
る
学
園
長
賞
と
学

校
長
賞
の
表
彰
も
行
っ
た
。

　

関
口
校
長
の
告
辞
、来
賓
の
根

本
匠
衆
院
議
員
ら
の
祝
辞
、在
校

生
代
表
の
堀
江
夢
月
さ
ん
の
送
辞

を
受
け
、卒
業
生
代
表
の
佐
藤
祐

佳
さ
ん
が「
コ
ロ
ナ
禍
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
言
わ
れ
て
も
友
達

と
の
距
離
は
近
づ
く
ば
か
り
。３
年

間
の
思
い
出
と
と
も
に
、未
来
へ
の

希
望
を
胸
に
旅
立
ち
ま
す
」と
答

辞
を
述
べ
た
。

　

附
属
幼
稚
園
の
第
68
回
卒
園
式

は
３
月
19
日
、建
学
記
念
講
堂
で
行

わ
れ
、54
名
の
園
児
が
巣
立
っ
た
。

　

卒
園
児
は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

元
気
に
返
事
を
し
て
賀
門
康
博
園

長
か
ら
卒
園
証
書
を
受
け
取
っ
た
。

園
長
の
式
辞
の
後
、記
念
樹
と
し
て

白
梅
の
苗
木
も
贈
ら
れ
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
、在
園
児
の
送
る
言

葉
を
受
け
、卒
園
児
は「
小
学
校
へ

行
っ
て
も
、よ
く
み
る
、よ
く
き
く
、

よ
く
か
ん
が
え
て
を
守
り
、勉
強
に

ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
り
ま
す
」と
声

を
そ
ろ
え
た
。

附
属
高
等
学
校

大
学
･
短
期
大
学
部

附
属
幼
稚
園

卒
業

灰原  佑月

附属高等学校
普通科

佐藤 心愛莉

附属高等学校
食物科



開成の杜（6）

　

喜
多
方
に
伝
わ
る
会
津
型
に
出

会
って
、染
色
工
房
れ
ん
が
さ
ん
の
主

催
す
る
会
津
型
研
究
会
に
入
れ
て

頂
い
て
8
年
に
な
り
ま
す
。型
も
版

画
だ
と
興
味
を
そ
そ
ら
れ
入
会
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、自
分
の
気
質

を
持
っ
て
行
え
る
範
疇
で
は
な
い
な

と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

型
彫
り
師
が
い
て
、糊
置
き
師
に

渡
り
さ
ら
に
染
師
が
染
め
上
げ
完

成
さ
せ
ま
す
。そ
れ
を
思
え
ば
、私

も
版
画
の
刷
り
師
と
し
て
長
年
活

動
を
し
て
き
た
の
で
、作
家
が
制
作

し
た
版
を
、作
家
の
期
待
通
り
に
刷

り
上
げ
る
喜
び
は
、型
彫
り
師
が

彫
っ
た
型
に
糊
を
置
い
て
忠
実
に
そ

の
型
の
柄
を
染
め
上
げ
る
の
に
似
て

い
ま
す
。

　

版
画
は
刷
り
で
終
わ
り
ま
す
が
、

糊
置
き
の
後
に
染
め
の
工
程
が
あ
っ

た
事
が
、私
の
人
生
に
お
い
て
考
え

も
し
な
かっ
た
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。絵
の
具
に
し
て
も
イ
ン
ク
に
し
て

も
青
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、す
っか
り

色
幅
の
多
い
藍
色
の
ファ
ン
に
な
って

し
まっ
た
の
で
す
。そ
し
て
、薬
膳
と
し

て
の
藍
に
も
興
味
を
持
った
事
で
、栽

培
ま
で
す
る
事
に
なって
し
ま
い
ま
し

た
。自
然
多
い
こ
の
地
で
の
栽
培
は
、

昔
、祖
父
と
一
緒
に
畑
を
耕
し
て
い

た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
さ
て
、本
業
の
版
画
と
言
え
ば
、埼

玉
よ
り
版
画
機
材
を
郡
山
へ
全
て

移
し
終
え
た
今
、こ
れ
か
ら
は
、皆
様

が
集
え
て
、藍
も
染
め
ら
れ
る
版
画

工
房
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
昨
年
、学
生
生
活
で
印
象
に

残
って
い
る
の
は
、大
学
が
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
双
葉
郡
葛
尾

村
で
、特
産
物
開
発
に
使
う
エ
ゴマ
と

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の
苗
植
え
や
収
穫
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
で

す
。

　

苗
植
え
は
6
月
下
旬
に
、収
穫
は

9
月
下
旬
に
行
い
、ど
ち
ら
も
天
気

の
良
い
日
で
し
た
。村
内
の
畑
で
、み

ん
な
が
汗
を
か
き
つつ
楽
し
く
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、栽
培
方
法
や
ナ

タ
ネ
の
収
穫
方
法
が
分
かっ
た
だ
け

で
な
く
、コ
ロ
ナ
禍
で
途
切
れ
が
ち

だ
っ
た
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
少
し

ず
つ
取
り
戻
せ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。葛
尾
村
の
農
家
の
方
、先

生
、友
人
、他
学
科
の
方
と
交
流
し
、

改
め
て
人
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
1
年
次
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、こ
の
１
年
、活
動
は
十

分
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
、今
後
は

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
に
も
興
味
が
あ
る

の
で
、そ
う
いっ
た
機
会
が
得
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
な
ら
、ぜ
ひ
参
加

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
、私
は
い
わ
き
市
で
開
催

さ
れ
た「
国
際
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プログ
ラ

ム
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
」に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。こ
れ
は
、女
性
の
活
躍
を

促
進
す
る
た
め
に
県
内
外
の
高
校
生

や
国
内
外
の
女
性
理
工
学
者
の

方
々
と
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
、進
路
選
択
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

1
日
目
に
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は

子
育
て
に
お
け
る
夫
婦
の
役
割
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。近
年
、理
解

が
進
ん
だ
と
は
い
え「
子
育
て
＝
女

性
」が
担
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

未
だ
に
強
く
、多
く
の
女
性
が
悩
ん

で
い
る
現
状
に
対
し
て
様
々
な
立
場

や
年
齢
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
、「
夫

婦
で
協
力
す
る
」だ
け
で
は
な
く
自

治
体
や
国
に
よ
る
現
実
的
な
支
援

が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
テ
ー
マ
は「
震
災
か
ら
の

復
興
に
つい
て
」で
し
た
。こ
の
数
年
で

確
実
に
復
興
が
進
ん
だ
に
も
関
わ
ら

ず
、福
島
の
農
産
物
や
水
産
物
は
風

評
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
福
島
の

食
べ
物
は
海
外
諸
国
よ
り
も
厳
し

い
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
地
道
に
伝
え
て
い
く
し
か

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、多
く

の
方
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。特
に
、海
外
の
方
た
ち
と
直

接
話
を
す
る
と
い
う
の
は
私
自
身
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。し
か
し
、自
分
が
暮
ら
す

県
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
返

答
で
き
な
い
場
面
も
多
く
あ
っ
た
の

で
、ま
ず
は
私
自
身
が
福
島
県
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
、福
島
の
こ
と
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。     

　

私
は
障
が
い
の
有
無
で
分
け
ら
れ

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、障
が

い
者
に
対
す
る
態
度
や
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。きっか

け
は
、障
が
い
の
あ
る
友
人
と
一
緒

に
い
た
時
の
周
り
の

人
達
の
態
度
に
驚

い
た
こ
と
で
す
。ジ

ロ
ジ
ロ
と
友
人
を
見

る
人
や
、逃
げ
る
よ

う
に
離
れ
る
人
、逆

に
馴
れ
馴
れ
し
く

話
し
か
け
る
人
な

ど
、明
ら
か
に
私
と

友
人
で
態
度
が
違

い
ま
し
た
。

　

私
に
は
彼
ら
に

悪
意
が
あ
る
と
は

思
え
ず
、む
し
ろ

「
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
いっ
た
不
安
や
緊

張
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。そ
の
背

景
に
、障
が
い
者
と
接
す
る
際
に
は

何
か
特
別
な
知
識
や
技
術
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。も
ち
ろ
ん
専
門
的
な
仕
事
に

就
く
人
に
は
必
要
で
す
。し
か
し
、日

常
で
は
特
別
な
こ
と
は
必
要
な
く
て

「
普
段
通
り
に
す
れ
ば
い
い
の
に
」と

思
い
ま
す
。例
え
ば
、相
手
に
よ
って

言
葉
遣
い
を
変
え
る（
年
上
の
方
に

敬
語
を
使
う
等
）、困
って
い
た
ら
助

け
る
、ジ
ロ
ジ
ロ
見
な

い
、仲
良
く
な
り
た

け
れ
ば
友
達
に
な

る
。こ
れ
ら
は
人
と

し
て
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
。い
つ
も
は

普
通
に
で
き
る
の
に

相
手
が
障
が
い
者

だ
と
で
き
な
く
な
る

の
は
な
ぜ
？
と
不
思

議
に
思
い
、研
究
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う

で
す
か
？
街
で
見
か

け
た
時
、
一
緒
に

ご
は
ん
を
食
べ
る

時
、あ
な
た
は
今
ど

ん
な
態
度
で
す

か
？
今
後
ど
う
振

舞
え
ば
い
い
で
す
か
？
誰
も
が
認
め

ら
れ
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
は
、誰

に
と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会
で
あ

り
、一
人
一
人
が
作
る
も
の
で
す
。ぜ

ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
本
棚出

版
元  

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

山
崎
　
知
加

教
諭

生活診断室 シリーズ 71

郡山女子大学家政学部生活科学科

講師 藤村　励子

心のバリアフリーとは何か

「
藍
と
の
出
会
い
」

遠藤 里香
大学　食物栄養学科２年

短
大
地
域
創
成
学
科 

教
授

齊
藤 

弘
久

葛
尾
村
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

関根 真子
附属高等学校３年

国
際
会
議
で
の

貴
重
な
体
験

喜多方　藍の畑9月花咲く頃

国際会議に出席した関根さん（中央）

「
り
ん
ご
か
も
し
れ
な
い
」

 

著
者  

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

　

娘
が
小
学
校
に
入
学
し
た
年
だっ

た
と
思
う
。外
食
を
し
て
、食
事
が

提
供
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
を
埋
め

る
た
め
に
、お
店
の
本
棚
か
ら
彼
女

が
持
って
き
た
本
が
、ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
さ
ん
が
書
い
た「
り
ん
ご
か
も
し

れ
な
い
」だ
っ
た
。食
事
を
終
え
、お

店
を
出
て
、買
い
物
に
行
こ
う
か
と

話
す
と
、娘
は
書
店
に
行
き
そ
の
本

が
欲
し
い
と
言
っ
た
。「
そ
ん
な
に
気

に
入
っ
た
ん
だ
。」程
度
の
思
い
で
、

本
を
購
入
し
た
が
、娘
が
音
読
し
て

く
れ
る
た
び
、私
も
虜
に
な
っ
た
。こ

の
本
の
面
白
さ
は
、常
識
を
疑
う
と

こ
ろ
に
あ
る
。余
談
だ
が
、私
は
小

学
校
時
代
、あ
の
有
名
な「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」の
読
書
感
想
文
を「
ご
ん
」の

目
線
で
書
い
て
し
ま
い
、当
時
の
担

任
の
先
生
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、い
わ
ゆ
る
教
科

書
に
載
って
い
そ
う
な
児
童
文
学
に

苦
手
意
識
が
あ
っ
た
。だ
か
ら
こ
そ
、

こ
ん
な
自
由
に
感
じ
て
い
い
絵
本
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
、小
学
生
時
代
の

自
分
が
救
わ
れ
る
よ
う
な
小
気
味

よ
さ
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。も
う

娘
も
こ
の
本
を
音
読
し
て
く
れ
な

く
な
って
し
ま
っ
た
が
、私
は
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
迷
う
こ
と
が
あ
る
と

こ
の
本
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
り

ん
ご
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、本
当
は

違
う
か
も
し
れ
な
い
。」と
同
じ
よ
う

に
、私
が
見
て
い
る
彼
女
は
大
き
な

悲
し
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
…
。私
が
常
識
だ
と
思
って
い
る

こ
の
概
念
は
間
違
い
か
も
し
れ
な

い
…
。こ
ん
な
風
に
考
え
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
って
。



開成の杜（7）

■ 
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
発
表

■ 

｜

食
物
栄
養
学
科

　

大
学
食
物
栄
養
学
科
の
学
生

（
当
時
３
年
生
）た
ち
は
２
月
、「
ヘル

シ
ー
メ
ニュ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョン
」で
考

案
し
た
メ
ニュー
を
発
表
し
た
。

　

福
島
県
や
食
品
会
社
な
ど
で
つ

く
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ふ
く
し
ま
県
民
運

動
推
進
協
議
会
の
主
催
。栄
養
系

学
科
の
あ
る
県
内
４
大
学
が
県
民

の
健
康
づ
く
り
に
生
か
せ
る
減
塩
や

低
カ
ロ
リ
ー
で
、手
軽
に
で
き
る
メ

ニュー
を
考
え
た
。

　

福
島
市
で
開
か
れ
た
発
表
会
で

本
学
は
、つ
な
ぎ
に
菓
子
の
ハッ
ピ
ー

タ
ー
ン
を
使
っ
た「
な
す
の
挟
み
焼

き
」と
柿
の
種
で
辛
味
を
出
し
た

「
じ
ゃ
が
い
も
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」を
披

露
。試
食
し
た
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
専
属
シェフ
の
西
芳
照
さ
ん
や
一

般
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
た
。

　

４
大
学
の
レ
シ
ピ
は
県
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
配
布
さ
れ
た
。

■ 

双
葉
町
の
新
成
人
に

■ 

思
い
出
の
記
念
品

　

短
大
地
域
創
成
学
科
の
令
和
４
年

度
地
域
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習「
つ

な
ぐ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」は
、双

葉
町
の
新
成
人
に
贈
る
再
生
利
用
の

記
念
品
を
製
作
し
た
。

　
２
年
生（
当
時
）６
人
が
環
境
省

福
島
地
方
環
境
事
務
所
な
ど
と
連

携
し
、東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
り
双
葉
町
か
ら
避
難
し
た

当
時
小
学
生
だ
っ
た
新
成
人
に
、故

郷
と
のつ
な
が
り
を
感
じ
る
品
を
贈

ろ
う
と
取
り
組
ん
だ
。

　

学
生
た
ち
は
町
内
の
小
学
校
や

児
童
館
を
訪
れ
、残
さ
れ
て
い
た

カ
ー
テ
ン
や
鼓
笛
隊
の
衣
装
な
ど
の

布
材
を
再
利
用
。双
葉
の
青
い
海
な

ど
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
と
パッ

チ
ワ
ー
ク
の

双
葉
ダ
ルマ
、

ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
作
った
。

記
念
品
は
１

月
７
日
に
開

か
れ
た「
は
た

ち
を
祝
う
会
」

で
贈
ら
れ
た
。

■ 

三
瓶
さ
ん
が
全
国
高
校

■ 

弓
道
選
抜
大
会
で
４
位

　

附
属
高
校
弓
道
部
の
三
瓶
莉
奈

さ
ん（
当
時
２
年
）は
第
41
回
全
国

高
校
弓
道
選
抜
大
会（
12
月
23
日
、

熊
本
市
）の
女
子
個
人
戦
に
出
場
し
、

第
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

個
人
戦
に
は
各
ブ
ロッ
ク
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
１
０
０
人
が
出
場
。三

瓶
さ
ん
は
予
選
、準
決
勝
を
通
過
し
、

18
人
で
競
う
決
勝
に
進
ん
だ
。４
射

目
ま
で
に
失
敗
し
た
段
階
で
外
れ
る

射
詰
競
技
の
決
勝
で
三
瓶
さ
ん
は

最
後
の
４
人
に
残
っ
た
が
、的
を
小

さ
く
し
た
５
射
目
で
優
勝
者
以
外

は
外
し
、順
位
を
決
め
る
遠
近
法
に

よ
り
惜
し
く
も
４
位
と
な
っ
た
。

■ 

附
属
高
校
令
和
４
年
度（
後
期
）

■ 

各
種
大
会
･
コ
ン
ク
ー
ル
成
績

（
学
年
は
当
時
の
学
年
）

【
陸
上
競
技
部
】

◇
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

▼
5
0
0
0
M
競
歩
②
市
川
心
菜（
2
年
）

▼
円
盤
投
げ
②
宗
像
亜
恋（
1
年
）③
鈴
木

麗
菜（
2
年
）⑧
杉
内
彩
乃（
2
年
）

▼
砲
丸
投
げ
⑥
宗
像
亜
恋（
1
年
）

◇
福
島
県
高
校
駅
伝
２
０
２
２

▼
第
３
位
＝
東
北
大
会
出
場

◇
東
北
高
校
駅
伝

▼
第
10
位

【
テ
ニ
ス
部
】

◇
福
島
県
新
人
戦
テ
ニス
選
手
権
大
会

▼
ダ
ブ
ル
ス
③
大
沼
美
優（
2
年
）･
吉
田

咲
穂（
2
年
）

◇
第
22
回
東
北
私
学
高
等
学
校
テニス
大
会

▼
女
子
団
体　

第
3
位

【
剣
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
選
抜
剣
道
優
勝
大
会

▼
女
子
団
体   

第
1
位
＝
全
国
大
会
初
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

▼
女
子
団
体　

予
選
リ
ー
グ
2
位

◇
第
32
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

▼
女
子
団
体　

1
回
戦
惜
敗

【
新
体
操
部
】

◇
東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

▼
団
体
総
合　

第
3
位　

▼
個
人
総
合
⑤
佐
藤
若
菜（
1
年
）⑥
横
山

花（
2
年
）

▼
種
目
別
ク
ラ
ブ
③
佐
藤
若
菜（
1
年
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
選
抜
ハン
ド
ボ
ー
ル
大
会

▼
第
1
位
＝
東
北
大
会
出
場

◇
東
北
高
等
学
校
選
抜
ハン
ド
ボ
ー
ル
大
会

▼
第
3
位
＝
全
国
大
会
出
場

◇
全
国
高
等
学
校
ハン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

▼
1
回
戦
敗
退

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
第
75
回
全
日
本
バレ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会

▼
１
回
戦

本
校
１
―
２
文
京
学
院
大
女
子
高（
東
京
）

◇
東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

▼
第
3
位

【
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
】

◇
第
21
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

▼
優
秀
賞

【
合
唱
部
】

◇
第
76
回
福
島
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

▼
銀
賞
＝
東
北
大
会
出
場

【
研
究
部
】

◇
社
会
貢
献
活
動
コ
ン
テ
ス
ト

▼
社
会
貢
献
賞

【
英
語
部
】

◇
第
19
回
英
語
絵
本
コン
ペテ
ィッション
大
会

▼
福
島
県
教
育
長
賞
＝
永
﨑
紅
亜（
2
年
）

▼
審
査
員
賞
＝
安
齋
千
恵（
1
年
）

【
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
･
コ
ン
テ
ス
ト
】

◇
牛
乳
･
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

福
島
県
大
会

▼
優
秀
賞（
県
2
位
）＝
永
﨑
紅
亜（
2
年
）

◇
ミ
ー
ト
デ
リ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会

▼
優
秀
賞
＝
佐
藤
瑠
衣（
3
年
）

▼
佳
作
＝
鈴
木
杏
奈（
3
年
）

◇
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ルコ
ン
テ

ス
ト
全
国
大
会

▼
入
賞
＝
永
﨑
紅
亜（
2
年
）

▲ヘルシーメニューの発表会

郡
山
女
子
大
学

﹇
本
採
用
﹈

（
４
月
１
日
付
）

令
和
２
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
准
教
授

所
属
＝
食
物
栄
養
学
科

諏
訪
　
雅
貴
　
准
教
授

す  

わ
　
　
ま
さ
た
か

平
成
30
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
助
手

所
属
＝
食
物
栄
養
学
科

吉
田
　
朱
里
　
助
手

よ
し 

だ
　    

あ
か
り

﹇
本
採
用
﹈ 短
期
大
学
部

﹇
期
限
付
採
用
﹈

野
口
　
周
一
　
教
授

の
ぐ
ち
　
し
ゅ
う
い
ち

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

歴
史
･
人
類
学
研
究
科
単
位

取
得
後
退
学
。令
和
２
年
４
月

か
ら
川
口
短
期
大
学
こ
ど
も
学

科
教
授

所
属
＝
生
活
科
学
科

島
野
　
光
正
　
准
教
授

し
ま
の
　  

み
つ
ま
さ

明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
卒
。

平
成
20
年
２
月
か
ら
社
団
法

人
郡
山
医
師
会
郡
山
市
医
療

介
護
病
院

所
属
＝
生
活
科
学
科

角
田
　
真
佐
枝
　
講
師

か
く
た
　   

ま
　
さ
　
え

郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
食

物
栄
養
学
科
卒
。平
成
４
年
8

月
か
ら
仁
泉
会
梁
川
病
院

所
属
＝
食
物
栄
養
学
科

深
谷
　
悠
里
絵
　
講
師

ふ
か
や
　   

ゆ
り
え

平
成
30
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
講
師

所
属
＝
幼
児
教
育
学
科

沼
田
　
春
香
　
助
手

ぬ
ま
た
　
は
る 

か

平
成
30
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
助
手

所
属
＝
幼
児
教
育
学
科

附
属
高
校

﹇
本
採
用
﹈附

属
幼
稚
園

﹇
本
採
用
﹈

吉
田
　
惇
　
　
教
諭

よ
し
だ
　
じ
ゅ
ん

令
和
２
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
講
師

担
当
＝
保
健
体
育
科

高
森
　
奈
々
　
教
諭

た
か
も
り
　   

な  

な

平
成
30
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
教
諭

﹇
期
限
付
採
用
﹈

山
脇
　
功
次
　
講
師

や
ま
わ
き
　  
こ
う
じ

福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
系

研
究
科
医
科
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
。令
和
４
年
４
月
か
ら

神
戸
教
育
短
期
大
学
こ
ど
も

学
科
特
任
講
師

所
属
＝
幼
児
教
育
学
科

佐
々
木
　
郁
子
　
講
師

 

さ
さ
き 

　
い
く
こ

埼
玉
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
科
教
育
学
専
攻
修
士

課
程
。令
和
４
年
4
月
か
ら
静

岡
福
祉
大
学
子
ど
も
学
部
子

ど
も
学
科
講
師

所
属
＝
幼
児
教
育
学
科

上
遠
野
　
伶
　
助
手

か
と
う
の
　 

れ
い

女
子
栄
養
大
学
栄
養
学
部
実

践
栄
養
学
科
卒
。前
職
は
磐
城

済
生
会
松
村
総
合
病
院
。

所
属
＝
健
康
栄
養
学
科

大
野
　
絵
梨
子
　
助
手

お
お
の
　   

え
り
こ

郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
食
物

栄
養
学
科
卒（
令
和
５
年
３
月
）

所
属
＝
健
康
栄
養
学
科

事
務
局

﹇
本
採
用
﹈

﹇
期
限
付
採
用
﹈

國
井
　
佳
那
子
　
職
員

く
に
い
　 

か
な
こ

平
成
30
年
度
か
ら
期
限
付
採

用
･
職
員

所
属
＝
図
書
館
司
書

菅
野
　
桐
子
　
職
員

か
ん
の
　 

ひ
さ
こ

平
成
29
年
10
月
か
ら
期
限
付

採
用
･
職
員

所
属
＝
家
庭
寮
調
理
師

山
本
　
邦
雄
　
職
員

や
ま
も
と  

　
く
に
お

新
潟
大
学
法
文
学
部
卒
。前
職

は
郡
山
市
代
表
監
査
委
員

所
属
＝
事
務
局
長
補
佐

薄
　
　
信
男
　
職
員

う
す
き
　
　  

の
ぶ
お

郡
山
商
業
高
等
学
科
卒
。前
職

は
郡
山
信
用
金
庫

所
属
＝
経
理
部
長

濵
津
　
　
曉
　
職
員

は
ま
つ
　
　  

さ
と
る

中
央
大
学
商
学
部
卒
。前
職
は

学
校
法
人
帝
京
安
積
学
園
事

務
職
員

所
属
＝
経
理
部

（
5
月
16
日
付
）

田
中
　
一
弥
　
職
員

た
な
か
　  

か
ず 

や

日
本
調
理
技
術
専
門
学
校
卒
。

前
職
は
株
式
会
社
郡
山
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル

所
属
＝
学
生
食
堂
フェ
リ
ー
チェ

■
昇
任

▼
教
授

　

岡
部　

聡
子（
大
学
･
食
物
栄
養
学
科
）

　

折
笠　

国
康（
短
大
･
幼
児
教
育
学
科
）

▼
講
師

　
善
方　

美
千
子（
大
学
･
食
物
栄
養
学
科
）

■
異
動

▼
大
学
･
食
物
栄
養
学
科

　

水
野　

時
子（
短
大
･
健
康
栄
養
学
科
）

▼
短
大
･
健
康
栄
養
学
科

　
善
方　

美
千
子（
大
学
･
食
物
栄
養
学
科
）

■
令
和
４
年
度
に
退
職
さ
れ
た
方

　

次
の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。な
お
、浅
野
、加
瀬
、阿
部
の
各
氏
は
引

き
続
き
お
勤
め
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
第
一
定
年

　

浅
野　

章（
短
大
･
地
域
創
成
学
科
教

授
）

　

加
瀬　

洋（
事
務
局
･
経
理
部
長
）

　

阿
部　

真
澄（
事
務
局
･
総
務
部
）

▼
第
二
定
年

　

佐
藤　

吉
一（
事
務
局
･
管
財
部
環
境

保
全
室
主
任
）

　

小
川　

健
治（
家
庭
寮
･
調
理
師
主
任
）

▼
任
期
満
了
退
職

　
関
川　

悦
雄（
大
学
･
生
活
科
学
科
教
授
）

▼
期
限
付
採
用
者 

雇
用
期
間
満
了
退
職

　

黒
澤　

廣
子（
大
学
･
食
物
栄
養
学
科

准
教
授
）

　

ポ
ー
ル
･
バ
ー
ナ
ミ
ィ（
短
大
･
幼
児
教

育
学
科
講
師
）

　

宮
内  

俊
一（
短
大
･
幼
児
教
育
学
科

教
授
）

　

馬
場　

結
子（
短
大
･
幼
児
教
育
学
科

准
教
授
）

　

大
内  

香
里（
短
大
･
健
康
栄
養
学
科

助
手
）

　
田
子　

夏
未（
短
大･
健
康
栄
養
学
科
助
手
）

　

佐
々
木　

淑
子（
高
校
･
講
師
）

　

河
内　

和
男（
高
校
･
講
師
）

　

過
足　

利
恵（
高
校
･
講
師
）

　

緑
川　

洋一（
事
務
局
･
管
財
部
長
）

よ
う
こ
そ

郡
山
開
成
学
園
へ

新
任
教
職
員
の
方
々
の
ご
紹
介

▲双葉町の思い出をつなぐ記念品
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BO OK
第22回

文豪  きょうは
何の日?

青くて痛くて
脆い

新しい本が届きました。
令和4（2022）年11月～12月にウェブサイト
を用いて開催した、学生参加選書企画「ネッ
トde選書ツアー2022」にて、参加した学生さ
んが選んだ本の一部をご紹介いたします。

　
忖
度
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
久
し
い
が
、デ

モ
ク
ラ
シ
ー
が
発
達
し
て
い
る
国
々
で
、

こ
の「
忖
度
」は
理
解
し
難
い
行
為
な

よ
う
だ
。目
上
の
人
を
敬
い
忖
度
す
る

姿
勢
は
日
本
伝
統
社
会
の
精
神
美
で

あ
り
、揺
る
ぎ
無
い
社
会
構
造
を
構
築

し
て
き
た
。し
か
し
、社
会
の
共
有
価

値
観
が
分
断
さ
れ
、心
の
拠
り
所
を
見

失
って
い
る
現
代
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で

の
伝
統
的
社
会
構
造
が
正
し
く
機
能

す
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
怪
し
い
。家
庭

や
労
働
の
在
り
方
･
L
G
B
T
･
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
･
地
球
環
境
問
題
な
ど

含
め
、世
界
は
日
々
新
し
い
規
範
を

探
っ
て
い
る
。今
日
の
日
本
社
会
は
慣

習
、利
権
への
執
着
で
、人
間
関
係
や
労

働
生
産
性
に
破
綻
を
生
じ
さ
せ
て
は

い
ま
い
か
？
陳
腐
な
言
葉
の
よ
う
で
は

あ
る
が
、若
者
に
は
愛
情
と
正
義
を

持
っ
た
行
動
を
期
待
し
て
い
る
。臆
す

る
こ
と
な
く
空
気
を
読
ま
ず
、自
分
た

ち
の
本
音
で
語
り
合
い
、時
代
に
適
応

し
た
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
。空
気
を
読
む
こ
と
で
創
造

性
は
育
く
ま
れ
な
い
。形
式
的
な
立
場

主
義
を
脱
し
て
、個
々
の
生
き
甲
斐
を

ベ
ー
ス
に
時
代
環
境
に
適
応
す
る
創
造

性
の
涵
養
が
必
要
で
あ
る
。教
育
は
、

そ
の
後
押
し
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

令和４年度の卒園児が描いた屏風です。追いかけっこや夏期保育の花火など楽しかった思い出
をはじめ、大きくなったらなりたい消防士、お医者さん、モデル、農家、ケーキ屋さんなどの夢を
表しました。

第68回卒園記念屏風 附属幼稚園

やなぎ組
「やなぎぐみのおもいでと

みらいのゆめ」

まつ組
「みんなの　ゆめ」

立東舎 ; 
リットーミュージック，
立東舎［リットー
ミュージック（発
売）］
請求記号
910.26||Ri

ALLYになり
たい わたしが
出会った 
LGBTQ+の
人たち

（
仁
）

お
け
る
運
動
サ
ポ
ー
ト
の
研
究
は
、

よ
り
有
益
な
も
の
に
な
る
と
期
待

　

大
学
の
新
た
な
附
属
機
関
と
し

て「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
研
究
所
」が
令

和
５
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
力
の
向
上
を
食
と
栄
養

の
視
点
で
サ
ポ
ー
ト
し
、同
時
に
幅

広
い
年
齢
層
に
お
け
る
健
康
に
対

す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
研
究
す

る
。
　

学
生
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

（
学
）」を
学
修
･
研
究
す
る
機
会

を
提
供
。栄
養
士
系
や
福
祉
系
の

学
生
に
と
っ
て
、ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す

る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
、保
健
施
設
に

　

附
属
高
校
卓
球
部
は
３
月
24
日

か
ら
27
日
ま
で
愛
知
県
豊
田
市
で

開
か
れ
た
第
50
回
記
念
全
国
高
等

学
校
選
抜
卓
球
大
会
で
初
の
全
国

大
会
ベス
ト
16
入
り
を
果
た
し
た
。

　

卓
球
部
は
２
月
の
東
北
高
校
選

抜
大
会
で
３
位
に
入
賞
し
、東
北
代

表
と
し
て
３
年
連
続
５
回
目
の
全

国
選
抜
大
会
に
出
場
し
た
。予
選

リ
ー
グ
で
岩
国
商
業（
山
口
県
）、四

国
学
院
香
川
西（
香
川
県
）、龍
谷

大
平
安（
京
都
府
）に
勝
っ
て
、16

チ
ー
ム
で
競
う
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
、今
大

卓球部員に説明をする学生

さ
れ
る
。

　

所
長
は
紺
野
信
弘
大
学
副
学
長

が
務
め
る
。

　
研
究
所
の
活
動
第
一
弾
は

　
高
校
卓
球
部
の
サ
ポ
ー
ト

　

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
研
究
所
の
始
動

は
、附
属
高
校
卓
球
部
の
栄
養
サ

ポ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

４
月
20
日
に
食
物
栄
養
学
科
岡

部
研
究
室
で
学
ぶ
４
年
生
が
、新
入

生
を
迎
え
た
附
属
高
校
卓
球
部
の

生
徒
と
、イ
ン
ボ
デ
ィ
･
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
測
定
な
ど
の
身
体
測
定
を
通
し

て
交
流
し
た
。Ａ
Ｉ
に
よ
る
食
事
解

析
や
活
動
量
計
を
用
い
た
活
動
量

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
研
究
所
を
開
設

食
･
栄
養
と
運
動
の
関
わ
り
研
究

附
属
高
校
卓
球
部
全
国
選
抜
初
の
ベ
ス
ト
16

選
手
、応
援
が
一
体
で
快
挙

あ
る
と
し
て
い
る
。

の
計
測
な
ど
か
ら
摂
取
量
と
消
費

量
の
評
価
を
行
い
、個
別
の
栄
養
教

育
に
役
立
て
る
。

初のベスト16を喜ぶ卓球部関係者

選手の熱いプレーに沸くベンチ

会
で
準
優
勝
し
た
香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ

（
大
阪
府
）に
敗
れ
た
が
、選
手
一

人
ひ
と
り
が
熱
い
プ
レ
ー
を
繰
り
広

げ
、ベン
チ
が
一
体
と
な
っ
た
応
援
や

明
る
い
雰
囲
気
は
会
場
で
ひ
と
き

わ
目
を
引
き
、卓
球
関
係
者
の
話

題
と
な
っ
た
。

　

卓
球
部
の
選
手
と
指
導
者
は

「
保
護
者
の
方
々
の
声
援
も
あ
っ
て

実
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
感
謝
。さ
ら
に
、大
学
食
物
栄
養

学
科
岡
部
研
究
室
と
の
連
携
に
よ

る
食
事
量
･
活
動
量
調
査
、体
組

成
計
測
な
ど
の
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
栄
養
指
導
の
成
果
で
も 研究に活用する運動量の測定


